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 ２次元炭素材料グラフェンは、全構成原子が表面に露出した特異な構造を持ち、広い電位窓や

高いキャリア移動度といった優れた物性を示す。このため、グラフェン電界効果トランジスタ

(Graphene-FET)を用いれば、水中に露出したグラフェンチャネルに対して電荷を持った生体分子を

距離ゼロで結合・解離させ、生体分子の電荷が誘起するグラフェンのキャリア密度変調を、大き

なドレイン電流変化として計測することができる。したがって Graphene-FET は、表面・界面にお

ける生化学反応計測の優れたプラットフォームとなるポテンシャルを持つ。我々はこのプラット

フォームを”Lab-on-a-graphene-FET”と名付け、研究を進めている[1]。 

 インフルエンザウイルスの酵素ノイラミニダーゼ(NA)は、ウイルスが感染細胞から放出される

際、細胞表面のシアロ糖鎖のシアル酸末端を切断して放出を助ける。NA 反応は多くの抗インフ

ルエンザ薬のターゲットとなっている。我々は、グラフェン上にシアロ糖鎖を修飾し、シアル酸

の負電荷を利用して、NA 反応を電気的に実時間計測することに成功してきた。この反応系に対

する理解を深めるため、液中 AFM を用いて NA 反応下のグラフェン表面を観察したところ、NA

反応による生体分子の解離を確認出来た(Fig. 1)[2]。さらに、Lab-on-a-graphene-FET の薬剤スクリ

ーニングへの展開を念頭に、チップ上にアレイ化した Graphene-FET に種々の糖鎖を個別修飾する

ことに成功し、NA反応計測への適用を試 

みている。 
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Fig. 1:  Schematic and liquid-AFM images of 

sialoglycan-modified graphene surface after NA 
reaction. The AFM image shows pits indicating 
removal of surficial biomolecules by NA reaction. 
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